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公開された権現山古墳群

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
、
繰
越
金
な
ど
の
増
に
よ
り
、
前
年
比
で

約
八
億
五
千
万
円
の
増
加
。
一
方
、
市
税
は
四
億
四
千
万
円
余
り
の

減
収
。
不
納
欠
損
額
は
、
約
九
千
八
百
万
円
と
な
っ
た
。
市
税
の
確

保
は
必
須
の
課
題
だ
。
一
層
の
徴
収
努
力
を
お
願
い
す
る
。
経
常
収

支
比
率
は
九
三
・
九
％
と
前
年
度
よ
り
一
・
五
％
改
善
さ
れ
評
価
し

た
い
。
特
例
措
置
に
よ
る
地
方
交
付
税
は
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
段

階
的
減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

た
行
財
政
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

【
自
民
ク
ラ
ブ
】�

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た 

行
財
政
運
営
を

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
傾
向
の
中
、市
民
負
担
は
高
く
な
る
一
方
で
、

負
担
の
限
界
領
域
に
達
し
て
い
る
。
地
方
自
治
体
の
一
番
大
事
な
仕

事
は
市
民
の
い
の
ち
を
守
る
こ
と
だ
が
、財
政
難
を
理
由
に
子
育
て
、

高
齢
者
対
策
な
ど
が
後
手
に
回
っ
て
い
る
。
低
価
格
入
札
な
ど
で
七

億
円
も
の
余
剰
財
源
が
出
て
い
な
が
ら
半
年
も
予
算
に
計
上
せ
ず
、

「
金
が
な
い
」
と
市
民
に
言
い
続
け
て
き
た
こ
と
は
極
め
て
重
大
。

主
権
者
で
あ
る
市
民
に
見
え
に
く
い
よ
う
な
財
政
運
営
の
あ
り
方
は

直
ち
に
改
め
る
べ
き
だ
。

　

平
成
二
十
一
年
度
は
そ
の
前
年
に
、
世
界
的
な
米
国
発
の
金
融
シ

ョ
ッ
ク
が
あ
り
、
そ
の
影
響
は
市
民
生
活
へ
も
及
ん
で
い
る
。
長
引

く
不
況
に
対
し
て
、市
の
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
施
策
が
望
ま
れ
る
。

　

合
併
後
、
四
年
が
経
過
し
、
着
実
に
新
市
建
設
の
歩
み
を
続
け
て

い
る
が
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
な
ど

い
ま
だ
様
々
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、

合
併
特
例
債
の
有
効
活
用
を
考
慮
し
つ
つ
、
思
い
切
っ
た
決
断
を
期

待
し
本
決
算
を
認
定
す
る
。

【
公
明
党
】�

強
く
望
ま
れ
る
地
域
経
済
の
活
性
化 

　

平
成
二
十
一
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
、
九
三
・
九
％
と
改
善
し

て
い
る
が
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
経
済
状
況
を
反
映
し
て
市

税
収
入
は
減
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
保
育
料

や
学
校
給
食
費
な
ど
の
滞
納
を
減
ら
す
努
力
を
実
施
し
て
、
負
担
の

公
平
性
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
困
窮
す
る
世
帯

に
対
し
て
は
各
課
を
横
断
し
て
適
切
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
も
、
計
画
性
を
も
っ
て
財
政
運
営
に
あ
た
る
こ
と
を
申
し
添
え
て

賛
成
と
す
る
。

【
正
翔
会
】�

計
画
性
の
あ
る
財
政
運
営
を 

平成21年度　一般会計決算　討 　論

　平成21年度の決算状況を見ると、

長引く不況や雇用の悪化などによ

り、市民税や固定資産税が減収とな

っている。財政状況が厳しい中、主

な事業として、小中学校の校舎･体

育館の耐震補強工事。権現山古墳群

の用地取得・緑地保存。国道254号

線歩道拡幅や亀久保交差点改良。経

済対策として定額給付金の給付や県

の緊急雇用創出基金を活用しての諸

事業。放課後子ども教室推進事業な

どの予算が執行された。財政の硬直

化を示す経常収支比率は、前年度と

比較して改善しているが、依然高い

数値となっている。

【
日
本
共
産
党
】�

余
剰
財
源
あ
り
な
が
ら 

市
民
の
暮
ら
し
後
ま
わ
し
は
ダ
メ

計 な

不況の中での は
的 行財政

画 運営

入ったお金の内訳は、自主

財源が65.2％、依存財源は

34.8％で、自主財源は前年

度に比べて3.7％上昇して

います。自主財源の確保と

強化で、市の自主性が高め

られると言われています。
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決算認定

決算特別委員会
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平成21年度

入ったお金
321億
3,655万円

平成21年度

使ったお金
308億
2,209万円

市民・企業からの税金
152億3,665万円国県からもらうお金

（負担・補助・委託金）
48億4,904万円

借入金
24億2,187万円

国からの地方交付税
25億1,466万円

前年度からの繰越金
26億1,405万円

保育料、学校給食費など
9億5,090万円基金からの取り崩し

12億7,041万円
消費税の一部から
8億1,823万円その他

14億6,069万円

高齢、障がい者、
児童への福祉サービス
103億3,209万円

学校教育、
生涯学習などに

36億8,780万円

選挙、税務事務、
住民票、財産管理など
50億4,277万円

借入れの返済に
35億2,606万円

ごみ処理や
健診などに

25億7,216万円

道路、
公園整備などに

26億4,500万円

消防、
災害対策などに
12億4,718万円

その他
17億6,900万円

※万円未満は切り捨てのため、
　合計数値が一致しない場合があります。
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